
特別養護老人ホーム
「よみうりランド花ハウス」

社会福祉法人
「読売光と愛の事業団」

2015年３月



メニュー
（１）読売光と愛の事業団について

（２）花ハウスの概要について

（３）介護職員について

（４）勤務時間や待遇について

（５）花ハウスで働く「６つの魅力」について



（１）社会福祉法人「読売光と愛の事業団」

• 読売新聞社（東京・大手町）が母体、1961年に創設

【高齢者事業】

特養「花ハウス」
２００５年３月開設

小規模特養「花ハウスすみれ館」
２０１２年２月開設

老健「よみうりランドケアセンター」
２０１４年３月統合



特別養護老人ホームとは
・要介護高齢者のための生活施設

入浴・排泄・食事などの介護、日常生活の
世話、機能訓練、健康管理、療養上の世
話を行う

・入居者の平均要介護度は3.88（全国）

・平均入居期間は約４年（全国）

・2015年４月から、新規入居は原則、要
介護３以上の中重度者に限定

・全国で52万4000人が入居を申し込んで
いる（特養待機者）。このうち在宅の要介
護４・５の人は8万7000人

（厚生労働省資料をもとに作成）

主な高齢者の住まい 施設数 定員数

特別養護老人ホーム 7865件 51万6000人

有料老人ホーム 8499件 35万人

サービス付き高齢者
向け住宅

4626件 14万9000戸

グループホーム 1万2124件 17万6900人



（２）花ハウスの概要

◆デイサービスと地域包括支援センターを併設
特徴

・160床（うち10床はショート）

・全室個室のユニット型施設

（川崎市内で第１号）

※１ユニット＝１０室×１６

広い居室（17.52ｍ2）

※国の基準：10.65ｍ2

・介護職員は約９０人



花ハウスで働く職員
・施設長

・生活相談員兼ケアマネジャー（３人）

・介護職員（約90人）（男性37％：女性63％）

・看護職員（約10人）

・機能訓練指導員（柔道整復師1人、作業療法士1人）

・管理栄養士（1人）

・嘱託の医師（内科医1人：週に２回、精神科医1人：月に２回）

・事務長などの事務職員…人事労務担当、介護報酬請求担当、物品調達担当

・運転手…ショートステイ利用者、病院への受診者送迎



ユニット型施設とは

個室でプライバシーを守りつつ、個室
を出れば共同生活の空間があります

特徴

・おおむね10人以下の居室（トイレ・洗面
所付き）と、隣接したリビングスペースごと
に、入居者が日常生活を営んでおり、これ
に対する支援が行われている

・一人ひとりの個性や生活リズムを重視

・在宅に近い居住空間

・なじみの人間関係
（ユニットごとの職員配置）

・全国の特養のうち31％（※）

（※入居者全体に占める割合。2013年10月現在、厚生労働省調べ）



花ハウス（ユニット型施設） 相部屋（参考）



入居定員階級別の施設構成割合（全国）（厚生労働省資料より）
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花ハウスの運営方針

（１）利用者、ご家族の気持ちに寄り添います

（２）個性を重視した個別のケアをいたします

（３）可能な限り身体機能の維持に努めます

（４）自然に穏やかに最期を迎えるお手伝いをします

『相手の気持ちを知り、

何を必要としているのかを探り、実践する』



 ターミナルケア（看取りの介護）

・「看取りの指針」を策定（2012年７月。13年10月から、看取り加算を請求）

「身体が衰弱しても、できるだけ住み慣れた場所で過ごし、自然に穏やかに最期を迎えた
い」。

⇒老衰や病気により利用者の心身が衰弱し、

医学的知見に基づいて回復の見込みがない、と医師に診断された場合

利用者及び家族の希望があれば、

無理な延命は行わず、自然に安らかに最期を迎えるお手伝いをする「看取り」を行う。

・看取り介護は、日常のケアの延長線上



要介護度別の入居者構成割合（％）
（花ハウスは2014年４月現在、全国平均は12年10月1日現在。厚生労働省資料をもとに作成）
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（３）花ハウスの介護職（約90人）について

男女比は？
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全国の介護施設



介護職員の年齢構成（平均38歳7ヶ月）(2014年６月１日現在)
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介護職員に対する介護福祉士の割合(2015年２月現在・常勤換算)
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（４）勤務時間や待遇について

【特養の勤務時間】

早番＝7:30～16:30

日勤＝8:30～17:30

遅番＝10:30～19:30

夜勤＝16:00～翌9:00

※夜勤は休憩２時間、ほかは１時間

【デイサービスの勤務時間】

日勤が基本

【公休】年間114日

（月に９～10日、２月は8日）

※デイサービスは日曜は定休



ある介護職員（特養）の勤務ダイア（2014年６月）



給与は「年俸制」
…賃金の額を１年あたりで決定し、年俸額を毎月分割して支払う

（４月分）

21万円

252万円以上

21万円 21万円 21万円 ２１万円 21万円 ２１万円 21万円 21万円 21万円 21万円 21万円月給

年俸

１２分割

＋夜勤手当（8000円/１回）×月平均５回 ＋役職手当 ＋残業手当



花ハウスの介護職員（正職員）の賃金例（イメージ）

年俸２５２万円

年収３００万円

２８０万９８００円

３２８万９８００円

２９２万５７２０円

３４０万５７２０円

１年目 （夜勤月５回含む） ５年目 （夜勤月５回含む） ７年目 （夜勤月５回含む）

月収25万円 27万4150円 28万3810円



花ハウスで働く

６つの魅力



花ハウスの魅力 その１

個別ケアを追求
・全室個室(160床）のユニット型施設

・ターミナルケア（看取りの介護）の実践

・ご利用者の意向を踏まえた個別行事の充実
（買い物、プロ野球観戦、映画鑑賞、競馬場、レストラン…）

・手厚い人員配置
（入居者1.8人に対し介護職員１人を配置）
（全国平均＝2.2人に対し１人）

⇒ケアのプロとして成長できます



実際の勤務体制

【日中】

１フロア（入居者40人）

【夜勤】

１フロア（入居者40人）

介護職員８人程度 介護職員３人
（国の基準は２人）



花ハウスの魅力 その２

４つの特色あるフロア
主なご利用者（各階40人）

・２階＝医療依存度の高い人など重度者

・３階＝自立の人や寝たきりの人など多様

・４階＝認知症の人

・５階＝比較的、自立度の高い人

（ショートステイ併設）

⇒学べる環境があります



花ハウスの魅力 その３

スキルアップを応援
・外部の専門家を招いた職員研修

認知症ケア、排泄ケア、脱水対策、救急法、ケアプラン
などテーマは多彩。

・介護福祉士やケアマネジャーの資格取得
に向けた受験対策講座（無料）
受験料の補助（１回目は全額、２回目は半額）

⇒学びたい気持ちに応えます



多彩な研修、受験対策メニュー



花ハウスの魅力 その４

成長見守る、温かい職場
・『先輩が優しく、話がしやすい』 『気軽に相談できる』『若い人の
意見も、企画などに採用されやすい』

・独り立ちまで、じっくり育てる職員教育

新卒職員はもちろん、中途採用者にも丁寧に、しっかり指導

・介護職員の８割は正規職員（全国平均６割）

⇒高い定着率（新卒職員の定着率は90％）



花ハウスの魅力 その５

働きやすさを追求
・残業手当をしっかり支給しています。
職員研修のほか、利用者向けの行事や、ユニットごとの会議など各種
会議も、残業手当の対象です。

・有給休暇取得を奨励しています。
利用者のために「良いケア」をするには、職員が十分休むことも大切だ
と考えています。

平均取得日数 ＝10日※１ （民間の全産業平均＝９日※２）

有給休暇取得率＝69.6％※１ （同＝48.8％※２）

（※１）2013年度・常勤の介護職（すみれ館含む）（※２）2014年・厚生労働省「就労条件総合調査」結果



花ハウスの魅力 その６

充実した福利厚生
読売新聞グループの健康保険組合
と共済会に加入できます
・人間ドック（35歳以上）は一部負担で受けられます

・インフルエンザ予防接種は本人に加えて、家族も無料（全額補助）

・保養施設やスポーツクラブを割安で利用できます

・入院補助金、慶弔・見舞金制度

・提携マンションの家賃半額補助制度（２年間、上限2.5万円）

⇒安心して働けます 提携マンション



 地域貢献 始めています
「しゃべり場 花カフェ」

小学校で「福祉の授業」



花ハウスを一緒に育て
ていきませんか！
花ハウスは今年３月、開設
10周年を迎えましたが、「個別
ケアの追求」は発展途上です。
さらなる努力が必要です。

私たちの役割は、目の前の高
齢者の暮らしを支えるだけでは
ありません。

介護する家族や地域、ひいて
は超高齢化社会を迎えた日本
を支える仕事です。この有意義
な仕事をともに担える人材を求
めています。



東京都稲城市に隣接。京
王線や小田急線の利用、
マイカー通勤で、都内在住
者も多数働いています！

マイカー通勤OK
（ガソリン代支給、
無料駐車場）


